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東町漁協様における優良系統に関する取組の状況
ブリ人工種苗～ブリ人工種苗安定供給に向けた取組み

翌年６月期のサイズ
天然種苗 3.2㎏

天然は２～３月に産卵

約１年半養殖

採卵後約２ヶ月陸上生簀で中間育成 ⇒ 南種子町島間港に池入れし、中間育成
翌年３月～４月に管内養殖業者へ引き渡す 約300ｇ ( ３月池入れの人工種苗は、
４月下旬で約600ｇ～700ｇ )

天然下で成長

人工飼育

現在約４０万尾のブリ人工種苗を池入れ！
⇒ 今後秋種苗を中心としたブリ人工種苗８０万尾体制に向けて推進！

種苗生産会社と連携した育種に挑戦！
◎人工種苗のメリット( 効果・影響 )

( 1) 夏季の出荷魚体サイズが小さい約３㎏前後 ⇒ ４㎏upで出荷出！
( 2) 夏季の出荷尾数の増加！
( 3) 周年出荷の平準化

冬季( 旬 )に偏る出荷尾数( 12月以降で約50％出荷 )を平準化

４月採捕し活け入れ！トビモジャコで約20ｇ

人工種苗は８月中旬～11月に採卵

完全養殖「鰤王」

「早生鰤王」の安定供給

平準化後

平準化前

万尾 加工尾数 年間推移

出所：東町漁協資料
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東町漁協様における優良系統に関する取組の状況
ブリ人工種苗～ブリ人工種苗安定供給に向けた取組み

(1) 養殖の形態
① 人工種苗の購入

１０～１月にかけて、複数の人工種苗生産業者（かごしま豊かな海づくり協会を含む。）から、約５～７㎝（約２～５ｇ）サイズの
人工種苗を購入
② 海面での中間育成

購入した人工種苗を活魚トラックまたは活魚運搬船等により、長島町より水温の高い種子島の漁場に運搬し、４～６ヶ月中間育成し
魚体の増量を図る。
③ 東町漁協の漁場へ運搬と組合員への配布

３～５月ごろ、長島町の東町漁協の漁場へ運搬し、各組合員へ配布する。
④ 養殖

配布を受けた組合員は、出荷まで約１年３～６ヶ月ほどかけて１尾当たりの体重を約４㎏以上に養殖し、６月ごろから出荷を始める。
なお、養殖の際は、人工種苗の生産者ごとに分けて別々の生簀で飼育管理し、天然種苗由来の群とも分けて飼育する。

(2) 出荷の形態
① 出荷の際は、９割以上を海上や漁協の市場で活締め（即殺）し、漁協の加工場へ運ばれラウンド（丸のまま）やドレス（頭部や内
臓を除く）、フィレー（さく状の切り身）などに加工される。また、一部（２～３％）は、活魚のまま漁協市場の浮桟橋の生簀等に蓄養され
る。
② 出荷先

出荷先は、全国の魚類市場や量販店、仲買業者など
※ なお、東町漁協で養殖されたブリの出荷、流通については、全て漁協が管理している。

出所：東町漁協資料
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【参考】東町漁協様における養殖の取組み概要

出所：東町漁協資料
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【参考】東町漁協様における養殖の取組み概要
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